
令和8年度 第3回

あまがさきＷｅｂアンケート

結果集計

【テーマ】

森林環境譲与税の活用方法について

【実施期間】

6月1日午前9時　～　6月10日午後5時



目　的

　尼崎市内に在住・在勤・在学の方々を対象にアンケート調査を実施することにより、市民の皆
様のご意向やご意見を迅速に把握し、その結果を施策・事業の発案や見直しを検討する際の材
料として活用することとしています。

回　答　者　属　性

回答者数 235人

Q1 ： 性別 Q2 ： 年代
男 89 37.9% ～19 1 0.4%

その他 1 0.4% 30代 36 15.3%
女 139 59.1% 20代 8 3.4%

50代 66 28.1%
回答しない 6 2.6% 40代 40 17.0%

70代 32 13.6%
60代 49 20.9%

Q3 ： 職業 Q4 ： 居住地区
学生 1 0.4% 中央地区 26 11.1%

80～ 3 1.3%

自営業 14 6.0% 大庄地区 18 7.7%
会社員 65 27.7% 小田地区 41 17.4%

公務員 42 17.9% 武庫地区 27 11.5%
主婦・主夫 42 17.9% 立花地区 70 29.8%

パートアルバイト 38 16.2% 園田地区 33 14.0%
無職 28 11.9%

その他 5 2.1%
その他 20 8.5%
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※単一回答　※入力必須

※複数回答　※入力必須

※単一回答　※入力必須

※複数回答　※入力必須

9.4%
23.8%
14.9%
21.7%
31.1%

公共施設の木質化 19 8.1%

［n=235］

木に関する教材の配布
幼児への木育
木に関する講座の実施
木に関わる仕事体験
基金として積立

22
56
35
51
73

植樹体験 59 25.1%
DIY体験（雑貨やおもちゃ作りなど） 33 14.0%
木材製品（雑貨やおもちゃなど）の配布 25 10.6%

［n=235］

Q6：
森林環境税は、森林整備や担い手育成、木材利用促進のために使われることとなっていま
す。尼崎市では、どのような使い方が望ましいと思いますか。（複数選択可）
公共施設の木質化 67 28.5%
公園や道路の植樹 165 70.2%

102 43.4%
知らない 133 56.6%

令和8年度 第3回

Q5： 全国民に対して森林環境税が徴収されていることを知っていますか。（1つ選択）
知っている

公園や道路の植樹 135 57.4%

［n=235］

Q7： Q６の中で最も重要だと思うものを1つ選んでください。（1つ選択）

植樹体験
DIY体験（雑貨やおもちゃ作りなど）
木材製品（雑貨やおもちゃなど）の配布
木に関する教材の配布
幼児への木育
木に関する講座の実施
木に関わる仕事体験
基金として積立

9 3.8%
6 2.6%
4 1.7%
4 1.7%

11 4.7%
8 3.4%
7 3.0%

32 13.6%

社会人（65歳未満） 97 41.3%
高齢者（65歳以上） 58 24.7%

Q8： Q６・Q７の取組を行う際、どの対象に重点を置くべきだと思いますか。（複数選択可）
乳幼児（0～6歳） 83 35.3%
小学生・中学生 158 67.2%
高校生・大学生 111 47.2%

［n=235］
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※単一回答　※入力必須

※単一回答　※入力必須

※主な意見

知らない 190 80.9%

幼児木育事業を行っていることを知っており、その内容も知っ
ている

17 7.2%

Q9： 尼崎市が幼児木育事業を行っていることを知っていますか。（1つ選択）

幼児木育事業を行っていることは知っているが、その内容は知
らない

28 11.9%

［n=235］

Q10：
多くの市民へ森林の大切さを伝えるには、幼児木育事業のほかにどのような取組が最も
効果があると思いますか。（1つ選択）

［n=235］

木材製品（食器、雑貨、おもちゃなど）や教材の配布 17 7.2%
その他 11 4.7%

木や森林に関する体験活動（植樹、DIY、小学生～大学生向け
仕事体験など）

103 43.8%

・林業が転職の選択肢のひとつとして選ばれやすくなるような取組
・森林整備の重要度を熱中症対策の観点から伝える取組
市報あまがさきによる広報

Q11：
Q10で「その他」を選択された方に伺います。どのような取組が最も効果があると思いま
すか。
植物園に行く、真夏に木陰で涼む、木製のベンチに座るなど、身近なところで緑・植物のす
ばらしさを体験すること
尼崎市に山が無く、市内に「森林」を感じれる場所が少ないことから、臨海部に森林エリア
を整備し、昆虫や野鳥が集まる場にするだけでなく、尼崎市産の木材を使った割り箸や木
材チップを製造し、新たな地産地消を創造する取組はいかがでしょうか。
倒木防止のために、枝が伸び放題に伸びている街路樹の剪定と管理
尼崎のように山がないところの税金は、本当に里山保全や森の保全対策が必要な地方に
回してもよいのでは

木や森林に関する教育活動（幼児～小学生対象） 60 25.5%
木や森林に関する講座・学習会の実施（中学生〜高齢者対象） 44 18.7%
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